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義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

投
資
的
経
費

消
費
的
経
費

人件費

公債費

物件費

維持補修費

補助費等

普通建設事業費

出資・貸付金

積立金

繰出金

扶助費

災害復旧事業費

123 億 8999 万円（▲1億 1657 万円）

160 億 4013 万円（8億 9013 万円）

121 億 2968 万円（2億 7394 万円）

97 億 1893 万円（11 億 3952 万円）

68 億 3645 万円（▲39 億 6683 万円）

104 億 7080 万円（▲9430 万円）

130 億 3888 万円（46 億 4288 万円）

9億 3903 万円（▲8204 万円）

13 億 2410 万円（5億 8856 万円）

87 億 5477 万円（▲1億 4440 万円）

9億 8261 万円（7億 2306 万円）

（7.4％）

（1.0％）

（17.3％）

（13.1％）

（11.3％）

（14.1％）

（10.5％）
（1.1％）

（9.4％）
（1.4％）

（13.4％）

歳出（性質別）

一般会計
▶グラフの見方
　費目 ( 構成比 )
　金額
　（対前年度増減）

▼依存財源　
　国や県により定められ
　た額を交付されたり、
　割り当てられたりする
　収入。

▼自主財源
　市が自ら調達できる財
　源。

256 億 8598 万円
  （6 億 9825 万円）

108 億 3574 万円
（▲1 億 7951 万円）

83 億 7470 万円
（9 億 5150 万円）

66 億 619 万円
（1 億 4737 万円）

30 億 4609 万円
   （▲2 億 2778 万円）

231 億 7360 万円
（▲7 億 949 万円）

99 億 480 万円
（4 億 487 万円） 

5 億 5095 万円
（2 億 6732 万円）   

16 億 4114 万円
（2 億 6127 万円）

545 億 4870 万円
　（13 億 8983 万円）

10 億 8901 万円
（9 億 8211 万円）

13 億 3630 万円
（1076 万円）　   

23 億 1859 万円
（8 億 6641 万円）

地方交付税（27.2％）

繰入金（0.6％）

財産収入・寄附金（1.2％）

依存財源（57.7％） 国庫支出金（11.5％）

市債（8.8％）譲与税・交付金（3.2％）

諸収入（10.5％）

繰越金（2.4％）

使用料・手数料（1.7％） 分担金・負担金（1.4％）

県支出金（7.0％）

市税（24.5％）

400 億 1439 万円
（20 億 8325 万円）

自主財源（42.3％）

285 億 8735 万円
（11 億 4671 万円） 

65 億 4839 万円
（▲3 億 8855 万円）

84 億 4307 万円
（▲9 億 1737 万円）

90 億 5048 万円
（7 億 8844 万円）

94 億 4821 万円
（14 億 3229 万円） 107 億 9818 万円

（9 億 6308 万円）

121 億 2972 万円
（2 億 7393 万円）

15 億 2682 万円
（6 億 6381 万円）36 億 3294 万円

（1080 万円）

24 億 6021 万円
（▲1 億 1919 万円）　    議会費・災害復旧費（1.6％）

消防費（2.6％）

農林水産業費（3.9％）

衛生費（7.1％）

土木費（9.1％）

教育費（9.8％）

総務費（10.2％）
商工費（11.7％）

公債費（13.1％）

民生費（30.9％）

歳出（目的別）
926億2537万円
（38億5395万円）

歳入
945億6309万円
（34億7308万円）

　

平
成
24
年
度
決
算
が
８
月
定
例
市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
・
特
別
会
計
で
総
額
約
25
億
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
、

健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
概
要
に
つ

い
て
一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
行
財
政
改
革
課 
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確
か
な
未
来
へ

積
極
的
な
財
政
運
営

特
集　

平
成
24
年
度
決
算
報
告

総括表（一般会計・特別会計）
区　分 歳　入 前年度比伸び率 歳　出 前年度比伸び率

一 般 会 計 945億6309万円 3.8％ 926億2537万円 4.3％
特 別 会 計 407億3710万円 ▲ 17.6％ 397億6751万円 ▲15.7％

特　

別　

会　

計　

内　

訳

土地区画整理費 4億8652万円 ▲19.1％ 4億7916万円 3.7％
簡易水道事業費 12億7384万円 43.8％ 12億5127万円 49.2％
公設地方卸売市場事業費 4178万円 ▲33.3％ 2958万円 ▲47.8％
駐車場事業費 2631万円 0.0％ 2631万円 0.0％
国民健康保険費 203億9703万円 6.1％ 197億5872万円 6.5％
高齢者･障害者住宅整備資金貸付事業費 235万円 ▲26.3％ 203万円 ▲34.9％
住宅新築資金等貸付事業費 6371万円 ▲26.6％ 5518万円 ▲26.7％
土地取得費 2億7374万円 19042.7％ 2億7374万円 19042.7％
墓苑事業費 3671万円 49.5％ 2923万円 27.4％
介護保険費 161億931万円 5.4％ 158億4539万円 5.6％
財産区管理事業費 651万円 ▲29.3％ 458万円 ▲43.7％
温泉事業費 5628万円 3.5％ 5536万円 4.2％
観光施設運営事業費 7291万円 ▲10.4％ 7291万円 ▲10.4％
介護老人保健施設事業費 8181万円 0.0％ 8181万円 0.0％
後期高齢者医療費 18億829万円 1.6％ 18億224万円 1.6％

合　計 1353億19万円 ▲3.7％ 1323億9288万円 ▲2.6％

特集　平成24年度決算報告

〜昨年度実施した重点施策〜
▶安全・安心な市民生活の実現
　・保育園、小中学校校舎の耐震化の推進
　・鳥取東健康福祉センター開設への取組
　・小児特別医療助成費助成
　・子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌予
　  防ワクチンなどの接種費助成　　など
▶にぎわいと活力のあるまちづくり・むらづくり
　・鳥取砂丘砂の美術館第５期展示の開催
　・鳥取駅前太平線「バード・ハット」整備
　・若葉台スポーツセンターの整備
　・全国都市緑化フェア開催事業の推進
　・南部地域総合公共交通システムの実証運行 など
▶産業・雇用の再構築・再出発
　・緊急雇用創出事業による雇用の創出
　・企業立地促進補助金や中小企業支援策
　  などによる企業誘致の促進
　・河原インター山手工業団地の整備の推進
　・スマート・グリッド・タウン実証事業の実施 など

未
来
へ
の
積
極
的
な
投
資

　

平
成
24
年
度
は
、
企
業
の
事
業

再
編
や
、景
気
低
迷
に
よ
る
経
済
・

雇
用
状
況
の
悪
化
な
ど
か
ら
市
税

収
入
が
大
幅
に
落
ち
込
み
ま
し

た
。
ま
た
、
生
活
保
護
費
な
ど
膨

張
す
る
社
会
保
障
費
の
影
響
も
あ

り
、
本
市
財
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
も
、「
確
か

な
未
来
へ
の
課
題
克
服
予
算
」
と

し
て
、中
長
期
的
な
展
望
に
立
ち
、

市
の
諸
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め

の
施
策
を
積
極
的
に
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
平
成
24
年
度
決

算
額
は
、
市
町
村
合
併
後
、
最
大

規
模
の
決
算
額
と
な
り
ま
し
た
。

全
て
の
会
計
で
黒
字
決
算

　

歳
入
面
で
は
、
固
定
資
産
税
が

企
業
の
設
備
投
資
の
抑
制
や
既
存

家
屋
の
評
価
額
の
下
落
な
ど
に
よ

り
減
収
と
な
り
、
法
人
市
民
税
も

企
業
の
事
業
再
編
な
ど
の
影
響
に

よ
り
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、地
方
交
付
税
や
観
光
使
用
料
、

寄
附
金
な
ど
が
増
え
、
全
体
で
は

対
前
年
度
比
４・７
㌫
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
出
面
で
は
、
公
債
費
や
人
件

費
を
計
画
的
に
減
ら
し
た
一
方
、

市
有
施
設
の
耐
震
化
な
ど
の
投
資

的
経
費
、
生
活
保
護
費
な
ど
の
扶

助
費
、
企
業
立
地
補
助
金
な
ど
が

増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一

般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
額
の

合
計
は
、
歳
出
全
体
で
対
前
年
度

比
５・２
㌫
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
、
実
質
収

支
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
で

総
額
約
25
億
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。

健
全
性
が
着
実
に
向
上

　

市
政
の
課
題
解
決
に
向
け
た
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
む
一

方
、
将
来
に
負
担
を
先
送
り
し
な

い
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
、
実

績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
市
債
残
高
は
、
市
債
発

行
を
抑
さ
え
、
繰
上
償
還
を
行
っ

た
こ
と
で
、
実
質
的
な
残
高
を
前

年
度
と
比
べ
約
45
億
円
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。【
グ
ラ
フ
①
】

　

ま
た
、
市
の
積
立
て
で
あ
る
基

金
残
高
は
、
積
極
的
な
積
み
増

し
を
行
い
、
前
年
度
と
比
べ
約

９
億
３
千
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
特
別
会
計
や
水

道
、
病
院
、
下
水
道
な
ど
の
会

計
の
負
債
を
合
算
し
て
求
め
る

「
将
来
負
担
比
率
」
は
、
前
年
度

よ
り
15
・
８
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
せ

１
０
１・
４
㌫
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
比
率
は
、
３
５
０
㌫
を
超

え
る
と
財
政
的
に
黄
色
信
号
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
こ

の
指
標
の
算
定
が
義
務
付
け
ら
れ

た
平
成
19
年
度
以
降
、
５
年
連
続

で
計
画
ど
お
り
の
改
善
が
進
ん
で

お
り
、
財
政
の
健
全
性
が
着
実
に

向
上
し
て
い
ま
す
。【
グ
ラ
フ
②
】

　

今
後
も
引
き
続
き
、
中
長
期
的

な
展
望
に
立
ち
、
計
画
的
に
市
の

諸
課
題
の
解
決
を
図
り
な
が
ら
、

将
来
の
財
政
負
担
の
軽
減
や
行
財

政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

グラフ①  一般会計における市債残高の推移（単位：億円）

グラフ②  将来負担比率の推移
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本
年
４
月
鳥
取
東
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
開
設

開
催
中
の
砂
の
美
術
館

第
６
期
展
示

ア
ロ
イ
工
業
、
本
年
11

月
に
操
業
開
始


